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2
0
2
0
年
を
1
0
0
と
し
た
全
国
の

消
費
者
物
価
指
数
は
、2
0
2
3
年
5
月
に

1
0
5.
1
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
同
月
比

3.
2
％
上
昇
し
て
い
ま
す
。
生
活
の
困
難

を
多
く
の
み
な
さ
ん
が
感
じ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
総
務
省
は
、
2
0
2
2
年
　
月   

日
付

け
で
「
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
水
準

の
決
定
に
つ
い
て
は（
略
）地
域
の
実
情
等

を
踏
ま
え
、
適
切
に
決
定
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
。
そ
の
際
、
地
域
の
実
情
等
に
は
、

最
低
賃
金
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
留
意
す
る

こ
と
」
と
し
、
初
め
て
最
低
賃
金
を
下
回

る
給
与
水
準
を
是
正
す
る
よ
う
通
知
し
ま

し
た
。

　
そ
こ
で
、2
0
2
3
年
の
最
低
賃
金
改
定
を

審
議
す
る
た
め
に
現
在
開
催
さ
れ
て
い
る

滋
賀
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
に
、
最
低
賃
金

法
に
基
づ
き
滋
賀
県
内
で
働
く
労
働
者
を
組

織
す
る
団
体
と
し
て
次
の
意
見
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

　2023 年の通常国会で地方自治法
が改正され、短時間勤務会計年度任用
職員に勤勉手当が支給可能になりまし
た。一方で、フルタイムの会計年度任
用職員については、「会計年度任用職
員制度の導入等に向けた事務処理マ
ニュアル」を改定し、勤勉手当を支給
することになります。その際、総務省
は会計年度任用職員に対して人事評価
を実施することを求めており、現場で
は正規職員と同様の評価シートを用い
るなど混乱が生じています。
　そもそも地方公務員の人事評価は地
方公務員法 6 条に「任用、給与、分
限その他の人事管理の基礎とするため
に、職員がその職務を遂行するに当た
り発揮した能力及び挙げた業績を把握
した上で行われる勤務成績の評価」と
定義されており、同法23 条の第 2 項
は「人事評価の基準及び方法に関する

会計年度任用職員に勤勉手当を支給するためには人事評価が必要だと
言われました。正規職員と同じような手続きが必要でしょうか？

事項その他人事評価に関し必要な事
項は、任命権者が定める」と規定し
ており、会計年度任用職員制度の導
入等に向けた事務処理マニュアルに
は、「具体的な人事評価の実施方法等
については、新地方公務員法上、各

滋
賀
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
に

　
　
　
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

　【
地
方
自
治
体
で
は
、
国
の
行
革
方
針
も

あ
り
、
正
規
職
員
が
削
減
さ
れ
る
一
方
で
、

会
計
年
度
任
用
職
員
を
は
じ
め
と
す
る
非

正
規
職
員
の
増
加
は
著
し
く
、
県
内
の
市

町
で
は
約
4
割
、
多
い
自
治
体
で
は
半
数
以

上
が
非
正
規
職
員
で
占
め
ら
れ

て
お
り
、
こ
の
人
た
ち
の
存
在

な
く
し
て
地
方
自
治
体
の
業
務

は
回
ら
な
い
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
状
況
で
す
。
特
に
保

育
学
童
保
育
と
い
っ
た
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
多
く
が
非

正
規
職
員
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
会
計
年
度
任
用
職
員
の
多
く

は
行
政
職
給
料
表
1
級
1
号

給
を
基
礎
と
し
て
初
任
給
決
定

さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
自
治
体

で
用
い
ら
れ
て
い
る
月
　
日
、

1
日
7
時
間
　
分
勤
務
で
時
給
換
算
す
る

と
、
地
域
手
当
不
支
給
地
域
で
は
時
給

9
2
2
円
と
な
り
、
滋
賀
県
の
現
行
最
低
賃

金
を
5
円
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
2
0
2
2
年
　
月
に
滋
賀
県
が

実
施
し
た
「
滋
賀
県
が
締
結
す
る
契
約
に
関

す
る
事
業
者
調
査
」
の
賃
金
実
態
調
査
結
果

に
よ
れ
ば
、
回
答
の
あ
っ
た
過
半
数
の
清

掃
業
務
労
働
者
が
最
低
賃
金
近
傍
の
時
給

9
5
0
円
未
満
で
働
い
て
お
り
、
こ
の
よ
う

な
労
働
者
の
下
支
え
、
底
上
げ
を
行
う
こ

と
が
、
巡
り
巡
っ
て
国
や
地
方
自
治
体
の

財
政
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
と
私
た
ち
は

確
信
し
て
い
ま
す
。

　
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
に
よ
る
地

域
の
賃
金
底
上
げ
が
、
地
域
内
経
済
循
環

に
最
も
有
効
で
あ
る
こ
と
は
論
を
待
ち
ま

せ
ん
。
人
手
不
足
を
解
消
す
る
た
め
に
も
、

賃
金
水
準
の
引
き
上
げ
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
地
域
間
格
差
を
是
正
し
、
大
幅
な

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
は
喫
緊
の
重
要
課

題
で
あ
り
、
即
時
の
実
現
を
求
め
ま
す
。】

　　

8
月
1
日
の
第
2
回
審
議
会
で
関
係
者

の
意
見
陳
述
が
行
わ
れ
、
8
月
上
旬
に
は
改

定
額
が
答
申
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。
滋
賀

自
治
労
連
は
、第
２
回
審
議
会
に
も
出
席
し
、

意
見
陳
述
を
行
い
ま
し
た
。

任命権者に委ねられているため、職
務内容や勤務実態等に応じて柔軟な
形で人事評価を実施することも可能
です。その際、平成 27 年度『地方
公共団体における人事評価に関する
研究会』で示されている『人事評価

記録書例（非常勤（事務補助）職員）』
（【参考資料 5】）も参照ください」と
なっており、各自治体で定めること
ができます。記録書例は以下のとお
りです。

 45

 12

 23

最低賃金の大幅引上げは
すべての労働者の賃金底上げに不可欠

もう限界！異常な物価高騰を打ち破ろう！！

 10

21

消費物価指数推移（総務省統計局より）

（Ⅰ能力評価）

評価項目及び行動

＜倫理・知識・技能＞

服務規律を遵守し、業務に取り組んでいる

業務に必要な知識・技術を有しており、
職務遂行にあたって特に留意すべき問題がない

自己申告 １次評価者
（全て該当する
　場合にチェック） （コメント：必要に応じ） （全て該当する

　場合にチェック） （所見：必要に応じ）

（Ⅱ業績評価）

業務内容番号 目　標 達成状況

○○課に
おける
事務補助

１
上司や職員の
指示に従い、
課内の事務補助
を行う

左記の内容に
ついて、特に
留意すべき問題
がない（※）

ゝ

自己申告 １次評価者
（全て該当する
　場合にチェック） （コメント：必要に応じ） （全て該当する

　場合にチェック）
（所見：必要に応じ）

ゝ

滋
賀
自
治
労
連
意
見
書

　7月 26日、自治労連は中央行動を展開し、物価高騰に見合ったすべての
職員の大幅賃上げと、会計年度任用職員にも常勤職員同様に 4 月に遡及し
て賃金改定を行うことなどを総務省や人事院に求め、団体署名 526 筆（総
務省）、個人署名104,429筆（人事院）を提出しました。
　滋賀自治労連からも栗東スポ協職組などから 4 人が参加。初参加者含め
青年たちの「自治体以外のいろんな職場や立場の人たちも共通の意識を持っ
ていることを知り良い刺激になった」「普段なかなか自分たちの賃金や労働

7.26中央行動　猛暑ふきとばす104,429筆！
物価高騰を超える大幅プラス勧告で生活と公共を守れと人事院に迫る

条件を真剣に考える機
会はないので良い機会
となった」という声に、
4 月から管理職ユニオ
ンに加入して本中央行動に同行した役員は「自分が卒業した単組から若い 2
人が参加してくれた。活動の継続に希望が持てて嬉しい」と目を細め、額に
汗が光りました。



 URL https://shiga-jichiroren.com   第 343号　（2） 2023年 8月１日（金）

      …
…

、
暗
鬼
を
生
ず

　
　
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ
と
い
え

　
　
ば
、…

…

ち
ゃ
ん
、
ス
ー

　
　
ち
ゃ
ん
、
ミ
キ
ち
ゃ
ん

　
　…

…

の
あ
る
日
本
酒

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

１
　
雨
や
風
を
伴
う
こ
と
も
あ

　
　
る
、
急
に
吹
く
強
い
風

４
　
洋
食
店
の
厨
房
責
任
者

7
　
十
人
十…

…

の
考
え
方

8

　

視
覚
に
訴
え
る…

…

効
果

　

　
短
気
は…

…
 

　
　
　 

　

　   

公
園
と
鳥
と
い
え
ば
　
　     

　
　
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
に
あ
る
国

    

　中
部
地
方
に
あ
る…

市
は
陶

　
　
磁
器
の
生
産
で
有
名

   

　
三
つ
あ
る
サ
イ
ズ
で
最
小

　
　
疲
れ
た
〜
。
ハ
ア
ハ
ア

   

　
日
本
に
あ
る
リ
ア
ス
式
海

　
　
岸
の
一
つ
、…

…

半
島

　
　
餅
草
と
も
呼
ば
れ
ま
す
　

      

笑
っ
た
ね
、
君
の
負
け
！

　
　
犬
が…

…

向
き
ゃ
尾
は
東

   

　
め
ず
ら
し
い
出
来
事

   

　
日
本
語
で
は
起
重
機
で
す

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

1
　
原
子
番
号
１
の
元
素

2
　
大
航
海
時
代
の
有
名
人
の 

　
　
一
人
で
す

3
　
漢
字
に…

…

を
振
る

4
　
一
国
の
政
府
が
あ
る
街

5
　
空
気
。…

…

カ
ー
テ
ン

6
　
夏
休
み
に
帰
り
ま
す
か
？

9
　
自
動
販
売
機
の
こ
と
で
す

　
　
重
要
な…

…

ポ
イ
ン
ト

　
　
松
明
っ
て
読
み
に
く
い

   

　
式
典
や
儀
式
の
こ
と
で
す

      

こ
の
日
に
参
詣
す
る
と
特

　
　
に
ご
利
益
が
あ
り
ま
す 

      …
…

介
、…

…

拓

      

香
り
マ
ツ
タ
ケ
、
味…

…
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　 自 治 体 し が の 仲 間

▶ WEBで
簡単応募が
できます

（
一
次
締
切
）
8
月
　
日
（
火
）

（
二
次
締
切
）
8
月
　
日
（
木
）

　
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
図

書
カ
ー
ド
を
進
呈
。（
一
次
締

切
日
を
過
ぎ
て
郵
送
さ
れ
た
方

に
も
当
選
権
あ
り
。
二
次
締
切

当
選
者
は
翌
々
月
号
に
発
表
）

《
前
号
ま
ち
が
い
さ
が
し
の
答
え
》 

①
左
の
笹
飾
り  

②
星
の
笹
飾
り   

③
右
の
笹
飾
り  

④
右
下
の
笹
の

葉  

⑤
右
の
人
が
持
つ
う
ち
わ  

⑥
そ
の
人
の
浴
衣
の
そ
で  

⑦

だ
っ
こ
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
の
足

《
３
４
１
号（
二
次
締
切
）当
選
者
６
名  

》

中
澤
　
明
広
様    （
滋
賀
県
職
）

星
野
　
侑
生
様    （
滋
賀
県
職
）

阪
本
　
奈
緒
様  

（
大
津
市
労
連
）

西
宮
　
梨
花
様     （
栗
東
市
職
）

森
　   

真
弓
様    （
日
野
町
職
労
）

井
上
　ほ
の
か
様   （
日
野
町
職
労
）

《
３
４
２
号（
二
次
締
切
）当
選
者
２
名   

》

岡
田 

敦
史
様   （
滋
賀
県
職
）

伏
木
　
エ
リ
子  （
大
津
市
労
連
）

【
応
募
方
法
】

　
W
E
B
・ハ
ガ
キ
又
は
F
A
X

で
。答
え
、住
所
、氏
名
、単
組
名
、

職
場
の
で
き
ご
と
、
話
題
、
家
族

の
た
よ
り
な
ど
、
ひ
と
こ
と
お

書
き
く
だ
さ
い
。（
匿
名
不
可
）

【
送
り
先
】

〒
５
２
０̶

０
０
５
１

大
津
市
梅
林
一
丁
目
３ ̶

こ
う
ぜ
ん
ビ
ル
１
F

　

滋
賀
県

自
治
体
労
働
組
合
総
連
合

F
A
X
０
７
７（
５
２
７
）５
５
２
２

30

1531

く ら し と 統 計

　◎
幼
稚
園
の
次
女
と
車
中
泊
を

し
ま
し
た
。
夜
は
名
物
の
マ
グ
ロ

丼
、
翌
日
は
温
泉
に
入
り
２
人
の

時
間
を
楽
し
み
ま
し
た
。

          

　
Y.
K   

滋
賀
県
職

　◎
担
当
し
て
い
る
税
目
の
納
税
通

知
書
を
発
送
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
問
い
合
わ
せ
に
う
ま
く
対
応
で

き
る
か
ど
う
か
不
安
な
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
が
、
一
安
心
し
て
い
ま
す
。

            

H.
I   

日
野
町
職
労

　◎
私
の
職
場
に
は
、
美
意
識
が

高
く
き
れ
い
な
女
性
が
多
い
で

す
。
皆
さ
ん
、
身
体
に
気
を
遣
い

な
が
ら
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
私

な
ん
か
は
、
運
動
も
食
事
制
限
も

嫌
い
で
、何
を
し
て
も
続
か
な
く
、

美
に
対
し
て
努
力
ゼ
ロ
。
何
も
せ

ず
に
今
年
も
半
分
過
ぎ
、
何
か
自

分
改
革
し
た
い
な
ぁ…

と
思
い
、

朝
に
1
分
間
体
操
を
始
め
ま
し
た
。

簡
単
な
体
操
で
す
が
、
身
体
の
血

の
巡
り
が
良
く
な
り
、
朝
か
ら
気

分
も
明
る
く
1
日
の
ス
タ
ー
ト
を

切
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
職
場
の

皆
さ
ん
み
た
い
に
き
れ
い
に
な
れ

る
よ
う
に
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　       

　 

H
.
N
　 

滋
賀
県
職

　◎
先
日
甥
っ
子
が
校
外
学
習

で
、
セ
タ
シ
ジ
ミ
漁
体
験
に
行

き
ま
し
た
。
年
々
セ
タ
シ
ジ
ミ

の
漁
獲
量
が
減
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。
琵
琶
湖
固
有
種
の
セ
タ

シ
ジ
ミ
が
生
息
で
き
る
環
境
を

整
え
る
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。
私
達
に
も
で
き

る
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
も

の
で
す
ね
。

　         

N.
S
　 

大
津
市
労
連

　

エアコン
「使用控える」６割超

【
問
題
】
A
〜
F
を
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

 212627

色は無限の可能性を秘めた魔法

232425

　夏本番を前に実施された電気料金値上
げ。こうした中でエアコンの使用を控え
ようと思っている人が６割超。大手空調
メーカーが今年５月、全国の５２８人に
聞いた調査結果です。
　この調査で、電気料金の値上げによっ
て家計への負担が高まると感じている人
は、およそ８割。家電の中で夏場の消費
電力が一番大きいエアコンの使用にためらいを感じていると回答
した人は、７割以上になります。
　こうした中、エアコンの使用自体を控えようと考えている人は、
「とても思う」「やや思う」を合わせて61.７％にも。命の危険さえ
ある厳しい暑さの中で、節電のために無理に使用を控えると、熱中
症を引き起こすリスクが高まります。この夏はエアコンを上手に使
いながら、効果的に節電をすることが例年以上に求められます。

話 題 の 映 画 オリヴィエ・ダアン監督
人々のために闘った女性

13

　
７
月
1
日
（
土
）、
滋
賀
県
自
治

体
労
働
組
合
共
闘
会
議
・
保
育
連
絡

会
は
、
第
　
回
総
会・学
習
会
を
開
催
。

全
体
で
約
　
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
前
半
の
総
会
で
は
大
津
市
労
連
、

草
津
市
労
連
、
栗
東
市
職
、
豊
郷
町

職
労
か
ら
活
動
報
告
が
行
わ
れ
、
各

職
場
の
課
題
や
運
動
に
つ
い
て
情
報

の
交
流
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
新

年
度
の
役
員
体
制
を
確
立
し
ま
し
た
。

　
新
部
長
に
は
、
大
津
市
労
連
の
米

田
詩
織
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
主
催
者
あ
い
さ
つ
の
な
か
で

滋
賀
自
治
体
共
闘
の
波
川
事
務
局
長

は
、
内
閣
府
の
「
こ
ど
も
未
来
戦
略
方

針
」（
令
和
5
年
6
月   

日
）を
示
し
、

「
や
っ
と
時
代
が
大
き
く
動
き
出
そ
う

と
し
て
い
ま
す
。
保
育
士
配
置
基
準

の
見
直
し
や
更
な
る
処
遇
改
善
な
ど
、

保
育
士
の
み
な
さ
ん
の
専
門
職
と
し

て
の
賃
金
や
労
働
条
件
を
変
え
て
い

く
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
上
部
団
体
の
違

い
や
公
務
と
民
間
の
違
い
も
超
え
て
、

滋
賀
に
お
け
る
保
育
分
野
の
共
闘
の

輪
を
大
き
く
拡
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
産
別
闘
争
の
機
運
と
重
要
性
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　
後
半
の
学
習
会
「
日
々
の
保
育
に

役
立
つ
色
彩
の
魔
法
教
室
」
で
は
、

日
本
こ
ど
も
色
彩
協
会
の
相
楽
由
香

理
さ
ん（
色
彩
知
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
）を
講
師
に
、
こ
ど
も
の
能
力
を

最
大
限
に
伸
ば
す
色
と
言
葉
の
効
果

に
つ
い
て
、
実
体
験
で
楽
し
く
学
習

交
流
し
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
ま
ず
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て

脳
を
活
性
化
す
る
ハ
ミ
ン
グ
・
呼
吸
法

と
、
か
し
こ
式
言
葉
が
け
（
こ
ど
も
の

知
性
と
個
性
を
伸
ば
す
言
葉
が
け
）
が
、

非
常
に
有
効
で
あ
る
こ
と
を
学
習
し
ま

し
た
。か
し
こ
式
と
は
、「
か
」感
情
、「
し
」

視
覚
、「
こ
」
行
動
を
意
味
し
、例
え
ば
、

こ
ど
も
が
何
か
絵
を
描
い
て
持
っ
て
来

た
り
、
作
っ
て
く
れ
た
り
し
た
ら
、
肯

定
も
否
定
も
せ
ず
目
の
前
に
あ
る
も
の

を
見
た
ま
ま
・
そ
の
ま
ま
言
葉
で
表
現

し
、
自
分
の
気
持
ち
を
表
現
す
る
こ
と

で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
大
人
（
保

育
士
）
は
こ
ど
も
が
ど
ん
な
風
に
書
い

て
ど
ん
な
こ
と
を
し
た
の
か
を
、
よ
り

注
意
深
く
観
察
し
て
言
葉
で
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
色
か
ら
イ
メ
ー
ジ
す
る
も
の

を
思
い
つ
く
だ
け
書
き
出
し
て
み
よ
う
」

と
い
う
題
目
で
は
、
例
え
ば
黒
色
に
つ

い
て
、「
暗
い
」「
影
」「
終
わ
り
」
と
い

う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
人

も
い
れ
ば
、
逆
に
「
か
っ
こ
い
い
」「
何

色
に
も
染
ま
ら
な
い
強
さ
」と
い
っ
た

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
印
象
を
抱
く
人
や
、

カ
ラ
ス
や
く
ま
モ
ン
の
絵
で
表
現
す

る
人
も
い
る
な
ど
、
新
し
い
発
見
や

ヒ
ン
ト
を
得
た
り
、
自
分
自
身
を
見

つ
め
直
す
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
相
楽
さ
ん
は
、「
色
に
は
正
解
も
間

違
い
も
あ
り
ま
せ
ん
。
色
そ
の
も
の

が
、
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た
魔
法

で
す
。
色
と
か
し
こ
式
言
葉
が
け
で
、

自
分
の
力
を
信
じ
て
行
動
で
き
る
、

の
び
の
び
賢
く
幸
せ
な
子
に
な
れ
ま

す
」
と
結
び
ま
し
た
。

　 講師のさがらゆかり氏（写真中央）と助手のみなさん

第 30 回 保 育 連 絡 会 ・ 総 会 こどもの能力を最大限に伸ばす
色と言葉の効果を学ぼう ♪
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『シモーヌ　フランスに最も愛された政治家』
　弱者の人権のために闘い、フランス人に最も敬愛された女性政
治家シモーヌ・ヴェイユ（1927～ 2017年）の生涯を描き、昨
年フランス国内映画の年間興行成績１位に輝いた作品。差別と迫
害、その闘いなど多くのことを考えさせる映画です。
　1974年、人工妊娠中絶が禁止され、多くの女性が苦しんでい
たフランス。中絶合法化のため保健大臣として奮闘するシモーヌ
は、大反対をはねのけ、ついに法案の成立を勝ち取ります。
　その不屈の闘志は、戦時中アウシュビッツ収容所で生き抜いた
壮絶な体験によるものでした。７月28日から全国順次公開。


